
総
務
常
任
委
員
会

（
3
月
4
日
、
14
日
開
催
）

議
案
第
12
号
、
議
案
第
14
号
、

議
案
第
15
号
、
議
案
第
20
号
、

議
案
第
21
号
、
議
案
第
28
号

の
一
部
、
議
案
第
29
号
の
一

部
、
議
案
第
30
号
、
議
案
第

42
号
の
一
部

（
原
案
可
決
）

 

委
員
会
質
疑
要
約

議
案
第
28
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
職
員
人
件
費
の
減
額

が
多
い
よ
う
だ
が
、
そ

の
理
由
は
。

A　
育
児
休
業
な
ど
に
よ

る
休
職
者
の
不
用
額
や

時
間
外
勤
務
手
当
、
共
済
組

合
負
担
金
な
ど
、
額
が
確
定

し
た
こ
と
に
よ
る
不
用
額
で

す
。

議
案
第
42
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
携
帯
電
話
で
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す

る
に
は
登
録
が
必
要
な
の
か
。

A　
登
録
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
機
種
に
よ

っ
て
は
対
応
で
き
な
い
よ
う

で
す
。
そ
の
場
合
は
、
市
民

課
で
所
管
し
て
い
る
防
犯
メ

ー
ル
に
登
録
す
れ
ば
対
応
で

き
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
3
月
4
日
、
14
日
開
催
）

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
、

議
案
第
３
号
、
議
案
第
４
号
、

議
案
第
16
号
、
議
案
第
22
号
、

議
案
第
24
号
、
議
案
第
28
号

の
一
部
、
議
案
第
29
号
の
一

部
、
議
案
第
31
号
、
議
案
第

32
号
、
議
案
第
42
号
の
一
部

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

陳
情
第
５
号　
　
（
不
採
択
）

 

委
員
会
質
疑
要
約

議
案
第
24
号
に
つ
い
て

Q　
学
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

す
る
指
定
管
理
者
の
運

営
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。A　

指
定
管
理
者
の
運
営

費
は
、
保
育
料
と
市
か

ら
の
指
定
管
理
委
託
料
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
28
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
外
国
人
英
会
話
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
。

A　
外
国
人
の
外
国
語
指

導
助
手
を
本
市
で
6
人

雇
用
し
、
各
小
学
校
へ
週
1

日
、
各
中
学
校
へ
週
2
日
か

ら
3
日
派
遣
を
行
い
、
英
語

担
当
教
諭
と
一
緒
に
授
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
（
3
月
5
日
、13
日
開
催
）

議
案
第
５
号
、
議
案
第
６
号
、

議
案
第
７
号
、
議
案
第
８
号
、

議
案
第
９
号
、
議
案
第
10
号
、

議
案
第
11
号
、
議
案
第
17
号
、

議
案
第
18
号
、
議
案
第
19
号
、

議
案
第
23
号
、
議
案
第
25
号
、

議
案
第
26
号
、
議
案
第
27
号
、

議
案
第
28
号
の
一
部
、
議
案

第
33
号
、
議
案
第
42
号
の
一
部

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　 

委
員
会
質
疑
要
約

議
案
第
28
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
農
地
流
動
化
助
成
事

業
補
助
金
の
内
容
に
つ

い
て
。 

A　
認
定
農
業
者
の
方
に

農
家
の
方
が
農
地
を
貸

し
付
け
た
場
合
、
両
者
が
貸

し
付
け
た
年
数
に
応
じ
て
補

助
金
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。

議
案
第
42
号
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歳
出
）

Q　
道
路
舗
装
修
繕
事
業

で
20
路
線
が
対
象
に
な

っ
て
い
る
が
、
主
な
路
線
は
。

A　
主
な
路
線
は
、
猿
尾

琴
平
１
号
線
、
八
重
田

新
堀
４
号
線
、
富
口
小
柳
線
、

川
面
川
下
線
で
す
。

常任委員会の審議内容

総務常任委員会の審査の様子

平成 25年 5月１日　　 山武市議会だより第28号

4

会
派
名

山 武 政 治
研 究 会 平成会 公明党 政 策

研 究 会 新政会
日
本
共
産
党

絆

議 

員 

名

髙
知
尾
正
義

萩
原　

善
和

加
藤　

忠
勝

小
野
﨑
正
喜

小
川　

良
一

小
川　

吉
孝

行
木　

三
郎

小
川　

善
郎

越
川　
　

哲

本
山　

英
子

市
川　

陽
子

川
原　

春
夫

能
勢　

秋
吉

髙
橋　
　

忠

井
野　

敬
一

小
川　

一
馬

大
塚　

重
忠

大
川　

義
男

宍
倉　

弘
康

蕨　

眞

八
角　

公
二

報告
第1号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 報告のみ（採決なし）

発議案
第１号 可決 山武市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

地方自治法の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第２号 可決 山武市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

地方自治法の一部改正に伴い、規則の一部を改正するもの ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
第5号

不採択 生活保護基準引き下げはしないことなどを国に意見書提出を求める陳情書 × ― × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ×

○=賛成、×=反対    ※議長（萩原　善和）は採決に加わりません。

※「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」を「地域主権一括法」と表記しました。
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